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complestlywithoutanyavailablerecｏｒｄｓＷｅｍｕｓｔｄｏｏｕｒｂｅｓｔｔｏｓｔｕｄｙｆＯｒｍakmgthetraditional

Okinawan-styleclothes．

１．はじめに

久米島具志川村字兼城177番地、当主は新城教

一氏で屋号を前殿内（め－とんち）と称する家系

に伝存する神女の衣裳、〈当地では神衣裳（かみ

いしよう）と称し、以下これに倣う〉及び神具な

どの調査を当主や家族のご協力のもと、下記のと

おり行うことができた。

第１回1998年８月16日聞き取り調査

第２回1999年４月25～27日

神衣裳形態の実測

第３回1999年８月４～６日

神衣裳、衣材料の調査

労をとりましょう｡」と快くご協力いただけた。

第２回は、神衣裳樋内の古形神衣裳の形態を中

心に実測を行い、ほぼ全ての衣裳形態及び現神女

の長井トミ氏の聞き取り調査を行った。

第３回は、神衣裳の衣材料についての調査と、

当主よりそれらの伝来についての聞き取りを行っ

たが、当主は「これら女性のものについて、自分

等男性には何の言い伝えも聞いていない｡」と語っ

た。以上が前殿内・新城家の口伝談であった。

２．神衣裳と神具類について

（１）まず当家の神衣裳楓管理は、母屋の一番座

敷、しかも、いしきなは城への遥拝と考えられる

場所に設けられている。この場所は古くより、母

屋のこの位置と定められていて、戦前は仏壇と同

じように縁側へ向かって前開きであったのを、戦

後になって現在の向きに設けたと当主は語った。

（２）ここの現神女の長井トミさんは、1902年の

明治35年生まれで、当年97歳の高齢者である。彼

女は、神女継承について次のように語った。

最初の聞き取りは、同字在住の上江洲信七氏よ

り兼城集落における神事と神女についての現状を

うかがった。氏は氏の母堂もかっては神女であっ

たが、どのような役目を担うのであったかは知ら

されなかったと語る。次に氏は、前殿内の新城家

には、「どうやら古来の神衣裳があるようだ。も

しそれらの調査に臨みたいのならば、調査依頼の
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「私が30歳の頃、－門中で行った神女選定の集

まりでくじ引きがあり、私にくじが当たったので

神女になったが、私自身はそのことに不満を抱い

ていたので、私に作られた神衣裳には手を通した

ことがなかった｡」そして、彼女はその神衣裳を

調える際には、衣材料購入費を門中より徴収した

と語った。

（３）神衣裳樋内には、着用不可能な古形衣裳が

重ね置かれた上に、長井トミさんの語る彼女の為

の神衣裳が木綿風呂敷に包まれて収納されている。

その他に、木綿小袋の中には、タマと称する約直

径２cm大の水晶玉の連なった二連と小管玉を連ね

た八連の手玉が納められている。

或いは政治的作為のもとに設けられたものであっ

た。……城内の御嶽は、城主の領域内に住む人民

の守護神として設けられたというよりも、むしろ

城主のため、すなわち政治的主権者として城主の

威厳を維持するためのものであり、城主は城内の

御嶽に降臨する神々の子孫、或いはその代弁者と

して人民に対処したのである。その点、一般集落

にみる御獄の神の機能は、その集落及び、彼らと

血縁的に結ばれている村人を守護する御獄とはお

よそその目的なり、内容なりは異なっていたとい

わなければならない。政治的主権が城主なる按司

の掌中に委繊されたとき、宗教的主権も同時にノ

ロと呼ばれる巫女の手に移った。ノロとは按司の

姉妹から選ばれた巫女のことである。かつて､,根

人と根神との兄妹（あるいは姉弟）による二重主

権が成立していたように、城郭時代に入っても同

じく按司とノロとの兄妹（あるいは姉弟）による

二重主権が成立していたのである。……しかも巫

女には俗名の他に、神との交わりの際にのみ用い

て他人には一切知らさない神名（かみな）があっ

た。この大切な神名を継承するということは、一

切の祭祀椎を継承することを意味したｲ)。そして

このようなノロは、その城主のもつ主権を擁護し、

維持するという政治的意図のもとにつくられた城

内御嶽の神に奉仕する巫女であった5)｡」

（３）鳥越慾三郎の研究から考察するに、按司時

代のいしきなは城御嶽で祭祀儀礼を撃った神女は、

兼城のうふなかへ嫁いだ按司の長女で「せの君」

神女ではなかったろうか。恐らく、その按司の長

女の生んだ女子の一員が、同兼城の某新城家（前々

代の前殿内・新城家かと筆者は考察するのである）

に嫁いでそこで/こまれた女子が恩)三ｉ（おみと）で、

そしてその忠)Jが、同兼城11番地で屋号を石垣殿

内（いしがきとんち）と称する「元祖111来記喜

久里記ｊ「巫馬姓家譜」の喜久里家の元祖・教道

(国頭里主）の案となったのであろう。その家譜

には、「兀机教道国頭里主竜躬典牛生寺並忌

1-1不伝父趾為何人不伝室兼城村新城女子思戸

生寿並,忌１１不伝長男教成我那澗ｉ１ｌｌ主」と記

されているい゜：世教成のけは兼城新城女子思戸

で、二|Ⅱ:教成は1645ｲ|その順猯２年９１１３１｣に死亡

したとあＩ)、次に「(fl-･ut二１１l之IiIii人御奉公次筋

年来程久ｲ１１成候故不柑記侯」と記されている。教

３．兼城集落と祭祀

（１）おもる時代から「かねぐす〈どまり、久米

のおやどまり」と謡われた良港の兼城港は、久米

島具志川村白瀬川河口の兼城集落側に在る。そこ

は、往古から漉野船の寄港地で、沖縄本局や諸島々

及び大和（日本）への海外交通の重要な要津であっ

た!)。この兼城港は現在も那覇・久米島間を連行

するフェリーや他の大型船が発着する久米島で最

も大きな港である。その港の管理運営を担う兼城

集落は、かつて;&FF苅集落後方丘陵に造営されて

いた、いしきなは城（ぐし〈）別名「ちなは城」

との関係が深いところである。

（２）按司時代未ﾉﾘIのおよそ16世紀初期頃、いし

きなは按司の長女が、兼城集落のうふなか（大'１１）

と称する屋敷に住んでいた兼城のひや（後に兼城

大屋子と称した）のところへ嫁いだということが、

1743年第２次Ｉ１Ｕ切旧記編壜集の「久米具志川村間切

旧記」に次のように記されている。「いしきなは

按司長女のこと……いしきなは按司第一･之御娘ハ

兼城大屋子妻二im兼城材大中と申所二有之侯、此

大屋･子、本ハ兼城ノおひや二m候処、按可婿二成

候故大屋子二為罷成｢il候。今兼城おひや先tl1二ｍｊ

在所モ本ヨリ不相替二、今有之候幻。」このいし

きなは城は1510ｲlHiiii後ごろ、尚真玉のｉｙｉｌ１ｕｌｉによっ

て落城したとされている'１゜

（３）琉球の寂教的現象を政論との関係を把握し、

祭政の原1111についての研究者鳥越慾三郎は,Ii築城

内の御撤発生のM(E'1について、つぎのように述べ

ている。「……城内の御嶽は、鮫初から政ｉｈＩ１的、
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成の長男教治すなわち三世教治は、1616年の万暦

44年生まれとあることなどから、教成の母思戸は

恐らく1580年前後頃の、およそ20才頃に、巫馬姓

喜久里家の元祖教道のもとへ嫁いだのであろう。

とすれば、新城女子思戸のおおよその生年は、１５

５０～1570年前後頃と推定されるのである。故に15

00～1510年頃、２０才前後でうふなかに嫁したいし

きなは按司の長女の娘（推定で1515～1540年前後

生まれか）が、某新城に嫁したであろうことが推

しはかられる。その某新城へ嫁した女子は、うふ

なかへ嫁した按司の長女である母親の神女役を継

いだであろう。そのまた神女役を継いだのであろ

う新城女子思戸が、喜久里家元祖教道のもとへ嫁

いだことが推考できる。その「巫馬姓」の命名を

推考するに、巫は即ち神女、その神女は馬に乗っ

て、いしきなは城御嶽の祭祀に就いたことで、そ

のように命名したのであろうか。そしてその神女

の神名は「せの君」ではなかったろうか。この教

道と思戸の長男は教成でその教成の長男教治、す

なわち教道と思戸の直系男子の３世は灘暦4４（16

16）年生まれで、康煕2８（1689）年に死亡と巫馬

姓喜久里家家譜に見えている。この教道の妻思戸

の死後、その神女役を継いだ年代は、およそ1590

～1620年前後であろう。そこの家譜を見る限り教

道と思戸の夫妻には長男教成のみで女子は生まれ

ていない。ならば思戸「せの君」神女の死後その

神女役は、思戸の実家・新城家の某女子（思戸の

姉妹かあるいは女子系の子女）が「せの君」神女

役を継いだ女子の某が、前殿内・新城家の位牌に

みえる元祖かで、1661年死亡の「｝iルー心月照禅定

尼」と記きれている女性ではなかろうか。この前

殿内・新城家の元祖は、女性が元祖となっていて、

現当主の教一氏は第十世となっている。そこの八

世教信は嚇手苅家（屋号・殿内'|､)、七阯教:喜は

ｆ江洲家（屋号・後太田）から養子入りとなって

いて、どうもそこは女系を中心とした家系のよう

に窺える。

（４）現神女の長井トミさんによると、就任当時

の祭日には、まず巫馬姓喜久里家の火の神および

遠い先｛[lのilil』られているという祭聴の呑炉を拝し

た後に、ｉiii殿内・新城家の神女祭聴に詣で、それ

から後に｣!!；に神衣裳を乗せて、いしきなは城に登っ

たと語る。その馬子の男性は、前殿内・前城家よ

り分家していった屋号が新城達（あらく-し〈た一）

と称する新城盛善家系である。この長井トミさん

の祖父は、前殿内・新城家から後太田．上江洲家

へ養子入りした前殿内・新城家八世教則の孫にな

るという。

（５）1611紀の初頭、尚真王によって琉球に中央

集権が確立されて政治的統一と共にその政治的主

権を擁護すべ〈巫女組織を大成して、宗教的実権

を同時に掌握し、国家的統一を成功させた。その

巫女組織の頂点に国王の姉妹から巫女を選出して

国家的祭祀に当たらしめた。この巫女を聞得大君

という。この聞得大君の下には、高級女神官とし

て三人の大あむしられが設置された。これら三人

の大あむしられには、首里国都の三つの丘に各自

居を構えさせて、遠く各地の管轄内の巫女を治め

しめた。首里殿内（中山)、儀保殿内（北山)、真

壁殿内（南山）がすなわちそれである。これら三

人の大あむしられの下には、村々に派遣されたノ

ロがいて、彼女はこれら管轄内のノロを監督した

のであった。ノロは村々に設置されており、国王

からの辞令と祭祀用の曲玉とを授けられて、各々

の区域内の祭祀を掌った゜聞得大君の命令は、三

人の大あむしられを通して、各ノロに伝達され、

ノロはその聞得大君の聖意を一般人民に伝えるこ

とにあった８１゜これら国家的統一後に、王府の主

権をもとに体系付けられて任命されたノロを公儀

ノロと称した,)。

（６）按司時代のノロと国家時代のノロとは、同

じくノロと呼称されながらも、両者には内容的に

大きな兼異がある。前時代のノロは、按司の主権

のもとにおける最高の祭祀主権者として存在し、

按司の姉妹から選ばれたて按司との二重主権を確

立していたのであった。しかし、後代のノロは、

王府のF1ﾐ樅のもとに体系付けられた巫女組織下の

部落祭祀担当者にしか過ぎないのであった。すな

わち、前者は自分の権力において宗教的主権を掌

握したものであるが、後者は、聞得大蒋および大

あむしられの支配のもとに任命された巫女なので

あった１１１１゜

（７）按iij時代のいしきなは城御澱での祭祀を掌

るせぢirliき神女は、「せの対」と「おもろさうし」

に記されている神女であったであろう。「せの君」

は「桁の11｣、「面の君」とも称せられ、船の航海

－１８３－
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安全祈願にすぐれた威力をもっていたとされてい

る。「おもろさうし」第１３船ゑとのおもろ御さう

し、天啓３（1623)年に集録された中の２～３を以

下に記す。これらに可能な限り漢字を当て、濁点

を付けて口語訳をする前段階の直訳を、理解を助

ける目的で記すと右記になるｍ･

かうちすつなりかふし

－きこえ､せのきみか、－聞泉精の君が

こいしの､おもか､かばの、こいしのおもかかはの

みしま、ようしま､がらと、三島鴎からど

かなしや､ある愛しやある

叉とよむ､せのきみか､こいしのＸ辮蝿の君がこいしの

又いしけ､竣は､まJIAやに、Ｉ伊鱸真庭に

けさ､けらへ､あるよるけさげらへ有る居る

うちいてはとしましまおそい力ふし

－きこゑ､せのきみか、－離精の君が

うらはりきや､み$ん浦走りぎや見物

又とよむ､せのきみか又驍tf精の君が

あやけらへのふし

－きこへ､せのきみと、一聞胤精の君と

つっとりきや､わちへ、つつ取りきやわちへ

ＸとよむせのきみとＸｌ零tf精の君ﾋ

ｽせのきみか､おうねや、又精の郡卿船や

わしか､まやい､とみ鰯霧やい富

又あらおそいか､おうねや、X銅襲い力靭船や

けらへ､しま、うちとみげらへ鏑ら富

又わしか､まやい､とみと又鷲力韓やい富と

けらへ､しまうち､とみとげらへ島討ち富と

尚寧王jIHlI志御代

高層三十五年ひつしのとし十

月十日つちのとのみのへにせ

んきみの御まへより給申侯

あおりやえかふし

きこゑせんきみきや、

すへ、とまへて､おわれらへ

あんしおそいに、

しまか､いのち、みおやせ、

Ｘとよむ、きみとよみきや、

ませれかて､おれわちへ

Ｘあまみやから

すへの、きみ､やれば

又しねりや､から

あいちへ､きみやれは

Ｉさしふ､五ころに、

鍼ふてす､おれたれ

又もつき､七ころに、

かいj‘ててす、おれたれ

又大きみきや､御さうぜ

てるかＩｊは、のたてて

尚寧王力梛志御代

寓暦三十五年末の年十月

＋日己の巳のBに､精ん

君のimiiiiより給轆

iijih精ん君ざや

末講へて隣札わちへ

按司襲いに

島が命みおやせ

又鳴騨も君嶋響Aぎや

真末駈降hわちへ

Ｘあまみやから

精の君やれば

Ｘしねりやから

相手君やれば

Ｉさしふ五ころに

見守てす降れたれ

又ｔｆつき七ころに

掻い撫でてす降れたれ

Ｘ大君ぎや御恩ぜ

てるかはｌｊ宣立てて

（９）その尚寧王は、島津軍によって1609～1611

年の間、大和に連行された。おそらくこの期間、

琉球国中の神女たちはあらゆる神事、いや日常的

にいろいろの呪証、呪文を試みて王の無事・無難

を祈念したであろう。特に「せの君」神女の祈り

は、航海安全、無事、無難の神功が大きいと当時

の世相はそう信じていたであろう。そして王が無

事に帰国できたことは、「せの君」神女の祈りの

結果、それが成就したと人々はそう感じたと筆者

は推考する。

その頃、渡航にかかわった某氏、たとえば神女

本人か巫馬姓喜久里家の某氏でおそらく３世の教

治かで彼は、1641～1645年は具志川挨役、1645～

1654年は積川徒役、1666～1671年は首里大屋子、

1671～1682年は積111夫地頭を勤め、1676年には黄

冠、1679～1682年には座敷（従四品で平士ではこ

の位までのぼるM)）を勤めた。その３世教治の役

勤めでは、大和渡航船などとかかわりがあったろ

うが故に、その頃大和（特に京都あたり）で流行っ

ていた極めて精巧な平絹の型染め品で、前殿内・

新城家元祖「せの君」神女の胴衣用の品を調達し

（８）久米島おもろは140首程あり、そのうち

｢せの君」を謡ったものが29首もあって、その

｢せの君」は航海もする勝れた神女であったとさ

れる'2)。このような由緒ある神女「せの君」を生

じたのであろう前殿内・新城家に伝承されている

神女の神衣裳は、恐らく、そこの元祖・忌み名が

｢帰一心月照禅定尼」で1661年に死亡した女性の

遺品かと推考するのである。

萬暦3５（1607）年頃、「せの君」神女が琉球国

王、いわゆる尚寧王の無事・無難や守護を願う

｢おもろさうし」が数種残っている。それらの一

部を次に記す131。
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たのではなかろうか。それともそのような絹物は、

敗戦後の混乱極まっていた王府から内々に特別に

下賜された品物であったのだろうか。その出自に

ついての確証を得ることはできない。

その胴衣の型染紋様、色使い、そして技法とも

に洗練されたもので、とういて琉球最古の紅型染

品とは思えない。この平絹型染胴衣と同楓内に納

入されている芭蕉布地に亀甲紋様の中に小桐紋や

吉祥らしき紋をあしらった稚拙な多色型染の神事

用長巾に、手絢った房を縫い付けた神みさじは、

型や紋様そして色使いなど明らかに初期の紅型を

思わせるものである。

ちなみに1500～1600年代の神女自ら渡航して八

重山征伐や大和へ曲玉などを買い入れに行ったこ

とが『おもろさうし」にみえている。

願わくば、この前殿内・新城家に伝存する平絹

型染品の徹底した科学的調査を希うものである。

４．衣裳調査報告

ここの神衣裳は古いものから比較的新しい明治・

大正時代のものまで残されている。これらの染織

資料を見ていると、その時代の服飾文化を反映し

ていることが知れる。以下、調査した内容を報告

する。

芭蕉平織濃紺大袖衣（図１－Ａ。Ｂ）

これは琉球式縫製の単仕立ての表衣で、通常は

黒朝と称する。形態の特徴として、４０cmの布幅

いつぱいを使っているため、肩幅・後ろ幅とも広

い。袖は広袖で、袖丈は身丈の約１／２で長くゆっ

たりしている。柚下に正方形の布檎（わちすぴ）

をつけている。任下がり及び衿下は短い。衿は広

衿で衿丈は長く、着装時には外折り（け－し〈び・

け_しえり）に整える。布の裁ち方は、征を鈎任

に裁つと左前任が２枚とれる。その一枚を右前妊

にすると裏側が表面になるので、表裏がはっきり

しない布が釣妊裁ちに適している。極く上質の薄

い芭蕉布なので縫い方は背・脇・柾付けの直線縫

いは細かい針目のぐし縫いで、縫代も４～５mmと

細く、丁寧な仕立てである。柾付けは４mmほどの

細かい袋縫いで、裾・衿下・衿先端は細い三つ折

りぐし縫い仕上がりである。そして、袖口・衿下・

衿端などは、布耳をそのまま用いている。右脇縫

代の裾から54cmの位置に８cmの麻糸紐が付けてあ

る。それは、歩行時に身丈を調節するため、背・

脇・柾付けの縫代に麻紐が付いていた痕跡があっ

た。このことから、女性用であることがわかる。

素材については、経糸・緯糸とも機結びである。
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苧麻平織青色大袖衣（図２－Ａ．Ｂ）

形態や縫い方はほとんど前述の衣裳と同じであ

る。

芭熊や紺の染織資料が多い中で、この資料の素

材は苧麻繊維であり、他の資料よりも比較的厚く

織られた布の衣装である。繊維の中及び平織の交

差したところまでむらなく染められており、薄い

藍染めを何度も繰り返し、染め工ねた青色になっ

ている。この資料の他にも、房や紐に苧麻糸を利

)Ｕしており、久米島では紬以外に苧麻がもたらさ

れていたことがわかる。
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苧麻平織白地笹に梅小花唐草模様大袖衣（図３－

Ａ．Ｂ）

前述２点の衣裳の身頃はほぼ同じであるが、

腰位置に揚げがあり、身丈を調節したことがわか

る。全体の寸法や腰揚げ位置から、男Ｗ月と思わ

れる。縫い方にも少々違いが見られ、裾折り・衿

下は三つ折り「まつりぐけ」で始末している。琉

衣は、ぐし縫いがほとんどであるところから珍し

い仕立てである。

模様の墨と朱をところどころIこ色差しして、藍

蝋を全面に差している。一見、一面に藍色の唐草

模様が目に入るので、藍の浸け染めかと思われる

が、両面に糊置きをして、藍色を差している。大

刷毛で引き染めする方法をとると、布の両耳にｲＩＩｌ

子の針痕ができるはずであるが、そのあとはなく、

小刷毛にて色差しした資料であろう。笹の葉に小

花唐草模様の上品な男性用白地紅型衣装である。

白地の藍型は一般的に士族の礼服または晴着であ

り、士族の扱いを受けた者がいたことを物語って

いる。

写真１．絹平織緑地菊花鎖繋模様単胴衣

絹平織緑地菊花鎖繋模様単胴衣（写真１．２及び

図４－Ａ.Ｂ）

身丈は肩山から腰を被うほどもある膝丈で、袖

は筒袖となっている。当主の話によれば、現在は

片袖しか付いていないが、父親は両袖共に付いて

いたと語る。この図には、その袖の付いていない

部分を点線で示した。左右の任幅が異なる。左上

前柾は広く２４cmもあり、３本の髪がある。衿は共

布の袷仕立てとなっている。着装の際は、衿を外

折りにする。左衿先と右脇に薄褐色の紐が付いて

いるが、もとは白色であったと思われる。素材、

染色技法については６項で述べる。

写真２．写真１の拡大

絹平織金茶地格子縞単胴衣（図６－Ａ.Ｂ）

身丈が短く、身幅は広い。桁丈に対して、袖丈・

袖口が細い。また袖付･けと脇が真っ直ぐではなく、

ゆるい'１１１線になっている。後左身頃の袖付け下側

に30ｃｍくらいの切り取られたあとがある。左柾の

衿下側に鍵が４本、両脇明に各３本の裟がたたま

れている。脇袰は、袖付側から身頃に向かって}リ

を拙くような切込みを入れてあり、さらにその脇

布部分を袋として納めている。脇明止まりでは、

顕れて饗をたたみ込み、裾は１cm間隔に３筋にた

たんでいる。左衿先に紐通しの輪が付いており、

そこに紐を通し、脇紐と結んで着るが、この胴衣

には脇紐が付いていない。おそらく取れたのであ

ろう。

現在は薄い茶色の黄色の濃淡の裂地である。し

かしよく見ると、縫い目のところにわずかに赤味

芭蕉平織太緯縞単胴衣（図５－Ａ．Ｂ）

暗褐色に染められた．芭蕉の太い２本の緯糸が約

２cmおきに二段織り込まれた極く薄い平織の芭蕉

布である。緯糸が自然にうねる表情をつけた上品

な地合の織物である。経糸に比べて緯糸がわずか

に細いため、布にしわができる。当時の人の美意

識の尚さは、現代に生きる我々に新鮮な感動を'７.
える。
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色を残しており、当時は赤地に青と灰色格子縞が

映えたことであろう。経・緯糸とも紬糸を使って

いる。左前妊先には四筋の壁が太めの糸で仕付け

られている。脇明も長深く、古い形式の衣装であ

る。絹種類は真綿の糸を使っている。

る。現在のインドネシアの緋に見られる経糸の処

理とほぼ同じ方法である。

芭蕉平織赤茶単胴衣（図７－Ａ．Ｂ）

形態は図６と同じであるが、脇明の裟はない。

平均密度１cmに経糸28本、緯糸34本の布幅47cm程

の芭蕉布である。芭蕉糸は経緯糸共機結びである。

芭蕉平織桾（図８）

裾は一種の長い巻きスカートのようなものであ

る。桾幅の総用布は39cm幅の布を14枚接ぎ合わせ

ている。縫代は１cm･楯の両端は布耳使いをして

いる。裾上げは大きく、折りぐし縫いをしている。

胴回りの賎の縮め方は細かく３mmの装畳みをして

いる。

やや太めの芭蕉糸を平織したものである。前述

図４の胴衣との組み合わせは、たいへん美しい意

匠である。胴回り布の端に輪状の紐通しが付いて

いる。それに別紐を通して、胴へ回して結ぶ。橘

の布を構成している芭蕉糸は撚り繋ぎである。

写真３．絹縢脂地経縞に経糸浮紋織長巾

しのはみさじ

絹平織金茶地苗手模様手伯美巾（図11）

丈が長く、布幅も広い。ふさは緯糸ぬきのまま

である。

地は生糸に近い玉糸の平織地に、緯糸は精錬さ

れた絹糸を藍染めし、色糸で模様を織り出してい

る。このような風格の手帖美巾は、沖縄県立博物

館・奄美博物館・沖永良部島など各所に類型を見

ることができる。

木綿平織藍色裾（図９）

比較的新しい資料であるが、手紡ぎ木綿糸でしっ

かりしと織られた生地である。藍染めを施してい

る。

木綿平織白桾（図10）

布幅は並幅ではなく、６８cm幅の２枚と74cm幅の

１枚を接ぎ合わせた橘である。胴回りの裳は不揃

いの箱装である。胴回り布をそのまま長くしてい

る。

しゅはみさじ

写真４．絹平織金茶地宥§手模様手柏美巾絹騰脂地経縞に経糸浮紋織長巾（写真３）

約15cm１１}j隅に様々な紋様が織り出されているた

いへん珍しい染織品である。縢脂地にそれぞれ金

色と青銅色の経の紋糸も複雑に織りＩＩＬをしてい

る。「歴代法案」に見られる「花鍛」に該当する

ものか。１５世紀の東南アジアの迦羅（シャム）や

爪畦（ジャワ）からの舶載品にその花鍛の文字

が見られる。この資料の糸端の処班に特徴があ

木綿平織藍色格子縞手柏（写真５）

藍染めされた木綿の格子縞の手柏である。白と

藍色だけであるが、格子模様が美しい。その他５

点の木綿手'''１１は平織無地である。手紡ぎのものか

ら、最近の紡績綿麻混紡まである。1611年、儀間

真備が薩摩より木綿種を導入している。また栽培
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して木綿を織らせたとある。現在久米島では藍染

めを日常的には行われていないが、当時はどの家

でも行っていたのではないだろうか。この資料の

他にも、木綿糸を織り混ぜた紬や藍染苧麻など数

多くの染織品を確認できた。

写真７．写真６の拡大

写真５．木綿平織藍色格子縞手柏 ５．絹の技術導入について

1619年、越前の人坂元宗味、久米島に養蚕を伝

えるとある。それでは原書出典ではどのような養

蚕技術であったのか。その解釈については、新し

い養蚕技術の導入、製糸技術一生糸と真綿紬糸作

り、その他が考えられる。

越前は、奈良時代から鎌倉時代、江戸時代と良

質の絹の産地であった。年貢として米の代わりに

絹織物の原料の綿を年貢綿として収めていた。こ

の綿は呉綿ということがあったという。また国絹

十疋と見えている。薩摩侵攻以後、当地久米島も

税としてよりよい絹織物を納めさせる政策として、

より効率のよい養蚕を伝えたのであろう。また紬

は保温性・耐久性にも優れ、高価であり、この製

糸方法を伝えたとみる。「天工開物」によると、

真綿から太糸をつむぎ、それで織った湖紬の値段

はすこぶる高いとあり、統ともいう。また、1632

年、薩摩の人酒匂氏友寄景友、久米島に人丈島織

を伝える。ここでの八丈織というのは、八丈絹の

ことではないか。八丈絹とは美濃、尾張の広機を

きし、一匹八丈（８×31.10cm＝24.88ｍ15)）とし

ている。より効率のよい生産と年貢を納めさせる

ための指導であろう。美濃・尾張は平安末から広

絹を織っている。

どのような技術導入が当時あったのか。また八

文島織とすると、染色技術のことである。八丈島

織というのは、「黄色」「樺色」「黒色」の三色か

らなり、こぶな草、タブの木の生皮、椎の木の皮

を使う。黒は鉄分を含んだu'んぼの泥を使い、泥

に含まれる鉄分を媒染剤として使う。その技術が

芭蕉平織灰緑地亀甲吉祥模様紅型手柏（写真６，

７及び図12）

手帖の片側の端は三つ折りぐし縫いで、別紐丈

は15cmほどの長さで、絹・木綿・苧麻製の撚りか

けをした双糸の房が縫い付けてある。片方は切り

落とされており、原形の計測不可能である。神事

用はちまきとして使ったものであろう。

芭蕉平織生地に糊型置き、黄・赤色の顔料を不

規則に色差しを行い、残りを藍色に染める。さら

に糊を落として、黄と赤色の部分を糊伏せし、全

体に灰緑色に染めている。片面糊置きである。

写真６．芭蕉平織灰緑地亀甲吉祥模様紅型手伯
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伝わったのであろう。久米島ではこぶな草の代わ

りに山桃（楊梅）を使う。このことを久米島紬の

起源とする見方もあろうが、むしろ新しい染色技

術の導入と見たほうがよいのではないだろうか。

仲里村に伝存している絹織物には、藍色や赤味の

ある色（薄紅色）などがある。これを機会に泥染

め色の絹織物が加わったのであろうか。今後どの

よう程度まで時代が下がるか断定できないが、

現物資料を分析してこのことを実証していきた

い｡

絹糸には均一な生糸のほかに玉繭がある。玉繭

とは、蚕２匹以上で1個の繭を作ったものであり、

これが玉糸（節糸）の原料になる。経糸は比較的

均一な玉糸を用いているが、緯糸は太さにかなり

のむらがある。

(2)素材について

型紙・模様等の特徴

iili添型澤砥家が伝えていたもので、黒・白・灰・

薄青色の顔料を直接型紙を使用して生地に摺り込

む手法である。顔料の接着にはコンニャク糊が使

用され、模様は小紋に限られていた。

(3)彩色について

片面染め、所謂引き染め染色'`)をしている。ただ

今日行われている両端を張り木で固定して伸子張

りして染める方法よりも、台の上に生地を置いて

色差しする方法であろう。

染色工程順序

１．染め地型糊置き

２．菊花模様の赤系統の色差し定着

３．菊花模様部分の伏せ糊

４．樺模様を含めた地模様の青色染色

５．襟模様の伏せ糊

６．黄色系の染色

７．糊落とし（水元）

６．最古といわれる紅型について

従来は染め地型を含めて紅型としていたが、そ

れでよいのであるか。紅型の定義は白地型とすべ

きではないだろうか。紅型は、まず染め際の美し

さがあげられる。はっきりした輪郭とそれを強調

するぼかし染めが特徴の一つである。また、同じ

葉や花の模様を同じ色料であたりまえに彩色する

のではなく、全体のバランスを見ながら、自由に

配色している。それに反して、伏せ糊は模様の輪

郭へきっちりと置くのではなく、多少のはみ出し

や、白場は気にしないおおらかさがある。白地型

に比べて、染め地型は「つり」の関係で、模様の

輪郭をはっきりと表わせない。

紅型は染め型紙の技巧を尽くすよりも、染め色

の華やかさ、配色やぼかし技術、染め際の美しさ

を大事にしているようだ。

絹生地が極薄く、型置きや伏せ糊にかなりの熟

練を要す。紅型の特徴としての伏せ糊の様子がこ

の資料はごく丁寧に糊付けされている。たいてい

の紅型は、おおらかに伏せ糊をした白場がみとめ

られている。また色差しはまったく均一に染めら

れており、菊の葉の彩色に変化が全く見られない。

このことは他の紅型資料と比較するとその違いが

よくわかる。このような白湯・型紙の級密さ・色

差しの単調な様子からみても、果たしてこの資料

が沖繩の最古の紅型の資料と成り得るだろうか。

中型という木綿織物に糊置き藍染めした後に、

顔料を差した染織品がある。たいてい弁柄をステ

ンシルしている。つまり型紙を用いて、色を差し

たところに筒糊置をして防染する。紅型は、型染

めに筒描き糊を併用した染色技法といえる。厳密

にいえば、型の上に墨摺りした紅型もあるが、こ

れは紅型の色差しとして全般的に行われている技

法ではない。しかし、この資料の色差しは和更紗

によく用いられる合羽摺り染め技法ではなく、紅

型同様の手彩色をしている。この点が、紅型の技

法と共通している。ただし、この技法によく似た

(1)工程について

１．組に紅型を施すのは、尚家伝来資料のみであ

り、それ以外の資料は他に確認できていない。尚

家縁})の言い伝えが確認できない。

２．′I､紋は引き染めである。この他にも中型や地

細工も同様な技法で染められている。

３．色差しれが均一化している。

４．ぼかし染めがない。

－１８９－
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ものlこ地細工（じざいく）がある。江戸時代中期

に木綿の生産が全国に広がると同時に、各地に地

細工といわれる多色の型染めが行われた。北九州、

山陰、金沢、東北が主な産地'7)という。この資料

が地細工であるならば、江戸時代は中期というこ

とになろう。絹の染色をする金沢の友禅染めを扱

うところであれば、このような絹の多色型染めは

可能であろう。上限は江戸時代後期から明治時代

までであろう。しかし、この資料は木綿ではなく

絹平織製であり、さらに時代がさかのぼるだろう。

平安末から室町時代にかけて紺掻や染師の座が

京都や奈良で特に盛んであった。川越喜多院の

「職人尽絵」屏風は狩野吉信（1552-1600）筆に

よる風俗画を見ると型付け屋の様子がよくわかる。

長板の上で反物に竹箆で糊置きしている様子や、

刷毛を手にもつ姿など型付け屋の様子が詳しく描

かれている。染め上げた反物を伸子張りし、張り

木を持つ女性は、置き火に布を当てて乾かしてい

るのであろう。刷毛を持つ男の描写から、机の上

に糊置きした反物に、色料を摺り込みしているよ

うだ。干し場には、白地に色々な模様が染め上げ

られている。１本は染め地型を用いているのだろ

う。白く模様が染められている。絹布に顔料差し

する染物に友禅染めというものがある。宮崎友禅

斎（元禄時代1688-1704）にその名が由来する。

糸目糊の内側に彩色した自由な絵画的模様や、九

模様の表現が特徴である。これらは堀川近辺四条

から五条周辺の染工房がその発展の礎となってい

たと丸山伸彦氏は「日本の染織５友禅染」京都書

院美術双書のなかで述べている。ということは室

町から桃山時代、そして江戸時代にかけて、型染

めや摺り箔などの型紙を用いた染物が続けられて

いたことを物語る。そして江戸中期から特に見ら

れる地細工という木綿の多色染めの先行資料とし

て、絹の多色型染めが行なわれていたことは十分

に推測できる。このことからこの平絹型染は京都
辺りの染織品ではなかろうか。

以上のように、由来そして技法の点からこの平

絹型染は紅型の最・古の資料ではあるまい。

にかけて京都・奈良を中心に各地で盛んに作られ

た。この最古の遺品は、鎌倉時代にまで棚る゜

｢藤巴の九文様家地籠手」といわれるものである。

国宝春日大社に伝存され、麻簿藍色地に藤巴の九

文様を白く染め抜いている。源義経所用と伝えら

れる鎌倉時代の篭手である。また、東京国立博物

館蔵の狂言装束「日本傘文様素抱」は室町時代末

期の作といわれている糊置き型染めの染織資料で
ある。

禅模様普通は背面でＸ字形に結び、祭礼のと

きの若者の襟、田植えのときの早乙女の襟など、

神を祭るときの服装のひとつとされる起源をもつ。

実用よりも儀礼的な意味を持つ模様である。

絹綾織地七宝花裡模様藍絞染半臂高野山丹生

(にう）神社天野社の一切経会に行われる舞楽装

束のなかの半臂「右後頭天野一切経会試楽享

徳三年申戌三月日」（1454年）の模様が、襟に

花模様である。

菊模様中国では1000年も以上から栽培されて

いるが、400年ほど前に中国より渡来した植物で

ある。豊臣秀吉の桃山御殿の天井絵に写生した栽

培菊の絵がある。江戸時代に改良されて様々な種

類が現れた。九重菊にこのえぎく）といわれる

種類によく似ている。しかし、園芸用としてより

以前から、菊の利用はあった。前述の篭手に菊模

様の金具がつけられていることから、鎌倉時代そ

れ以上前から使われている．紅型染色資料の中に

も菊を扱う模様もあるが、模様による時代の変遷

の研究もなく、難しい問題である。ただ、中模様

の襟模様との併用、あるいは染め地型紙の似た意

匠資料は、他には見受けられない｡

絹平織均一な太さの絹糸である。このような

絹糸は、大袖衣に用いられている。久米島その他

の地域に伝存する絹織物は、玉糸使いの織物がほ

とんどであることが確認できた。

７．おわりに

久米烏兼城の新城教一氏、上江洲信七氏、長井

トミ氏にはお忙しいにもかかわらず、われわれの

度々の聞き取り調査に快く応じてくだきり、さら

(4)歴史的背景について

室町時代から江戸時代にかけての型染について

述べる。糊防染の型染は、室町時代から江戸時代

－１９０－
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に、たいへん賀正なお話しを伺うことができ、心

から深謝します。なお、この稿の伝来を植木、服

飾寸法表と縫製調杢を上運天、技法と衣材料の考

察を片岡が分担した。このフィールド調杢の一部

は、文部省科学研究iMt（1998～99年度）によって

行ったことを付記する。

生地がいわゆる絹布であり、引き染め方法のため、

染色ということばを用いた。

１７）別冊太陽木綿古裂，平凡社，1996年，Ｐ5８

参考文献

琉球王伝来衣裳刊行会編，琉球王家伝来衣裳，

講談社，1972年

古琉球紅型（一期・二期)，1974年

大滝幹夫，日本の美術12,ＮＣＩ343,染めの型紙，

至文堂，l994jF

lll辺知行，紅型，日本の美術127,1976年

渡名喜明，琉球紅型，ワイド版染織の美，京都

註

１５）歴代度最衡1尺は未・元／３０．７２，唐・

明／３１．１０，濡／32.0、現代中国／33.30、日本

／30.30cmである。八丈は31.132×８＝２４．８８～

25.6ｍ

16）この場合の染色とは、顔料の色差しを指し

ている。正確には彩色を施すということになるが、

書院。1980年

－１９１－
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品目・目録表及び形態図示と縫製について

以下，寸法表と作図の単位はセンチメートル。

｢
ｆ`､ケ
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一一３？一

図１－Ａ芭蕪平織i農紺大袖衣・後身頃実狽Ｉ図

、

ト/７．Ｊ守－３８.ｒ－引

図１－Ｂ芭蕉平織濃紺大袖衣・前身頃実測図
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図２－Ａ苧麻平織青色大袖衣・後身頃実測図

、

ドーコアー土一ｚｊ－絵ｚ傘一砦３８`と￣式

図２－Ｂ苧麻平織青色大袖衣・前身頃実測図
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図３－Ａ苧麻平織白地笹に梅小花唐草模様大袖衣・後身頃実測図

７

－３６－栓/胚午一ﾛ R丙、宮司－３と､３－%

図３－Ｂ苧麻平織白地笹に梅小花唐草模様大袖衣．前身頃実測図
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図４－Ａ絹平織緑地菊花鎖繋模様単胴衣・後身頃実測図
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図４－Ｂ絹平織緑地菊花鎖繋模様単胴衣．前身頃実測図
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図５－Ａ芭蕉平織大韓縞単胴衣・後身頃実測図

ヒゲ込み

吟Ｚ紙－*－３幾ｓョ時７斗

図５－Ｂ芭蕉平織太緯縞単胴衣．前身頃実測図
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図６－Ａ絹平織金茶地格子縞単胴衣・後身頃実測図

上池クハヒプ込み
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図６－Ｂ絹平織金茶地格子縞単胴衣・前身頃実測図
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図７－Ａ芭蕉平織赤茶単胴衣・後身頃実測図

…⑬｣=Z溌旦輩－３“_，

図７－Ｂ芭蕉平織赤茶単胴衣・前身頃実測図
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′

図８芭蕉平織桾・実測図
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図９木綿平織藍色桾・実測図
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図１０木綿平織白桾

ふく
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図１１絹平織金茶地毎手模様手伯美巾
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図１２芭蕉平織灰緑地亀甲吉祥模様紅型手柏
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久米島具志川村兼城新城家衣裳の寸法表

大袖衣

耳は布耳のことである。

－２００－

資料 １

芭 蕉

濃紺

２

苧麻

青色

３

苧麻

白地に紅型

４

木綿

白地捺染

５

苧麻

白

６

羽二重

白

７

新モス
里
》

８

木綿

白

袖幅 3９ 40.5 3１ 33.5 3７ 3５ 35.5 3３

袖丈 5６５ 6Ｌ５ 51～5１５ 5５ 57.5 57.5 6１ 5３

袖口 ５６５耳 61.5耳 51～51.5耳 ５５耳 57.5瓦 57.5耳 ６１瓦 ５３耳

袖付 5６ 615 51～51.5 5５ 57.5 57.5 6１ 5３

橋 9５ ５ ６ なし 3.5 6～6.5 なし なし

身丈 128.5 132.5 136.5＋あげ 141 125 137.5 135 125

衿肩明 ８ 7.5 9.2～9.5 ８ ７ 8.5 9.5 ８５

肩 幅 39.5 39.6 3８ 33.5 3７ 3５ 3６ 3５

後幅 3９ 39.6 35.5 3３５ 3７ 3４５ 3６ 3５

前幅 38.5 38.5 左身右身
3５．３３６

3２ 358～3６ 34.5 3４ 3３

柾下がり 1０
左身右身
8.5６．５

左身右身
４５６

左身右身
1２９

6.8
左身右身
17.516.5

左身右身
1４１４．５

左身右身
1０．５１２

抱幅 3２
左身右身
３３．３３３．５

28.5 2７ 3１ 2８
左身右身
2８２７

左身右身
2７．５２５

妊幅 19.5
左身右身
2４２６

17.5
左身右身
1５１６

2Ｌ５ 16.5
左身右身
1７１６

16.5

合棲幅 19.5
左身右身
2４２４．５

左身右身
1７１６．５

左身右身
1４．５１６

左身右身
2０．１２１５

1６
左身右身
16.515.5

左身右身
15.514.5

衿下 左身右身
３６３５耳

左身右身
3333.5耳

左身右身
3４３４耳

左身右身
33.5耳３４

左身右身
２０耳１９

左身右身
３２５３２耳

左身右身
３２耳３２

3０

衿幅 １７耳 １４耳 17.5耳 1５ １４耳 １７耳 1６ 1５

衿つけ込み なし なし なし なし なし なし Ｌ５
左身右身
４２

腰揚↓粒置 なし なし
裾から肩へ

7３
なし なし なし なし なし

布幅 4０ 4１ 3９ 広幅 3８ 3６ 広幅 広幅
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胴衣

－２０１－

資料
1

絹

緑地鎖繋紋

２

芭 蓮

横縞

３

絹

金茶格子

４

芭蕉

赤茶

５

木綿

灰色地
よろけ縞

６

木綿

白

袖幅 31.5 3５ 2９ 3４５ 3２ 3０

袖丈 2８ 2９ 2８

袖口 2８ 13.5 15.5 14.7 2９ 2８

袖付 2８ 1８ 1９ 19.5 29＋マチ 28＋マチ

楠 ６ 8.5

身丈 93.5 76.5 7０ 76.5 8２ 8２

衿肩明 7.5 7.5 ７ ８ 8.5 ９

屑 幅 3４５ 4２ 3５ 4６ 34.5 3３

後幅 3４５ 3５ 3２ 3８ 33.5 32.5

前幅 3４ 34.5 3２ 36.5 2５ 32.5

柾下がり
左身右身
6.5２１

左身右身
6.5７

左身右身
1０８

左身右身
8.5９

9.5 1２

抱幅
左身右身
2８３０

左身右身
37.535.5

左身右身
3１３２

38.5
左身右身
2６２６．５

23.5

任幅
左身右身
2４６

左身右身
24.5９

左身右身
2０９

左身右身
23.511.5

左身右身
7.5８

左身右身
7.5８

合棲幅
左身右身
2１５．５

左身右身
19.58.7

左身右身
1６７．５

左身
18.5

７
左身右身
7.7８

衿下
左身右身
5９．５５６

左身右身
５７５２耳

左身右身
5２４２

左身右身
58.552.5

23.5 25.5

衿幅 １３．５ 11 1４ 10 1０ 1２

衿つけ込み
右身

２

右身
3.5

右身
2５

右身
4.5

脇明 55.5 2２ 4３ 15.5 1４ 1５

布幅 3５ 4３ 3６ 4７ 3７ 3５
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裾

手柏

－２０２－

資料 １

芭 蓮
Jbbb

鉦 地

２

木綿

藍色（黒）

３

木綿

白

桾丈 8７ 8０ 9０

胴回り 9２ 9２ 106

胴回り布幅 3.8 ３ ２

裾上げ 115 1５ ６

角出し布
左右
1１１０

左右
4．５４．５

左右
4５４８．５

鞘 3.5 ６

布数 38ｘ14枚＋2７ 35ｘ９＋2５
68ｘ２

７４Ｘ１

布幅 3９ 36.5 7５

資料
1

芭 蓬

亀甲紅型

２

絹

緯浮紋

３

木綿

格子

４

苧麻

鉦 地

５

苧麻

鉦 地

６

芭 蓬
ｐＳｑ､

鉦 地

７

木綿・麻

鉦 地

８

苧麻

鉦 地

長さ 163 170 114 138 162 163 181 139

幅 2８ 4４ 26.7 3１ 3９ 4６ 3４ 2８

ふさ 1９ ８ 3.5～1０ 6.5 0.5～1.5


